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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、平成１２年３月、ＪＲ横浜線および市営地下鉄グリーンラインの「中山
駅」より、徒歩７～８分の閑静な住宅街に開設した定員９名のグループホームで
す。介護老人福祉施設をはじめデイサービスや地域包括支援センターなどを展開す
る社会福祉法人が運営しています。
＜優れている点＞
建物は木材をふんだんに使用した設計で、天井が高く天窓からの光も取り入れ、
ウッドデッキなども備わり、ゆったりとした生活ができる環境となっています。そ
の環境を生かし、一人ひとりを大切にしたケアが実施されています。ウッドデッキ
で湯茶を楽しんだり、洗濯物をゆっくり干したりしています。近隣との関係も良好
で、散歩の途中で野菜を貰ったり、夏には近隣の子供と一緒に流しそうめんを楽し
んだりと、自然な交流が出来ています。また、地域の祭りに参加して、カラオケで
自慢ののどを披露する入居者もいます。
＜工夫点＞
開所後の経過年数に伴い、入居者の重度化が進行するなか、一人ひとりの体調管理
と共に生活の中での楽しみにも力を入れています。正月やひな祭りには希望により
着物が着られるよう支援したり、フットケアやネイルなども提供しています。正月
には書初めで生活の活性化を目指しています。また、情報共有のため連絡ノートを
職員用と入居者用の２冊に分け些細なことも全員で共有できるように工夫していま
す。

運営理念である「一人一人の生活作り」を常に考えています。職員は、生活作りに必
要な事は何かを考え、カンファレンスなどで話合い、統一したケアができるように支
援しています。往診医や歯科医など多職種とも連携をとりながら、一人一人に合った
生活作りを考えています。行事などをとおして季節を感じていただいたり、誕生日を
共にお祝いし合う事で、一緒に楽しい時間を過ごせるようにしています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ふじ寿か会　高齢者グループホーム　あすの里

 ユニット名 1ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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社会福祉法人　ふじ寿か会　高齢者グループホーム　あすの里.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

カンファレンスやミーティングなどで
話し合った事、連絡ノートや日誌の記
録などにそって、一人ひとりの気持ち
を考えながら対応している。

法人本部の基本理念とは別に、開設時
に作成した事業所独自の事業目的、お
よび７項目からなる運営方針を継承し
ています。これを入職時研修で周知
し、カンファレンスやミーティングで
振り返り確認して入居者の生活支援に
あたっています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域の行事に参加したり、ホームの行
事に地域の方にきていただいたりして
いる事で、年々顔見知りの人が増えて
きている。

自治会行事のどんど焼きや運動会、盆
踊り、ふれあい祭りに参加し交流して
います。事業所の夏祭りや行事では、
流しソーメン、歌謡ショー、コーヒー
ショップ、ハロウィンなどに地域の
人々も来所してくれています。ボラン
ティアの歌謡ショーや生け花の来所支
援もあります。

具体的な活動はできていないが、地域
の行事へ参加したり、ホームでの行事
へ参加していただくことで、間接的に
認知症の方の生活や病気の進行に合わ
せての対応方法などを感じてもらえて
いると思う。

管理者が中心となり、定期的に運営推
進会議をおこない、その中ででた意見
などをカンファレンスで報告し、対応
方法などをみんなで検討し、実施して
いる。

運営推進会議は利用者家族、自治会々
長、自治会々員、地域包括支援セン
ター職員の参加を得て２ヶ月に１回開
催しています。会議では施設への要望
や助言があり、それに対する施設の考
え方を述べています。身体拘束や事故
防止の助言を受け対策を講じていま
す。

管理者が中心となり、その都度、必要
な関係各所と連絡をとっている。

管理者は、区の保護課と毎月連絡を取
り合っています。地域包括支援セン
ター職員とは運営推進会議で情報の共
有をしています。また、横浜市のグ
ループホーム連絡会に参加し、ブロッ
ク勉強会で情報交換をしています。

株式会社フィールズ



社会福祉法人　ふじ寿か会　高齢者グループホーム　あすの里.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束について、その意味などをカ
ンファレンスなどで話合ったり、声か
けの仕方など、○○と声かけをしてみ
る。など、具体的にどんな声かけが良
いのかめるようにしている。

「身体的拘束等適正化のための指針」
を定め、社内研修に３名が参加してい
ます。「身体的拘束等適正化委員会」
を３ヶ月に１回のペースで開催してい
ます。管理者はスピーチロックについ
て、カンファレンス時に例をあげ注意
喚起して指導をしています。

どんな事が虐待になるのかなどを、カ
ンファレンスで確認し合うと共に、
日々の業務の中で、お互いに注意を払
いあうようにしている。

研修へ参加して得た資料などは、他の
職員も閲覧できるようにすると共に、
管理者が中心となり、入居者さんの状
態に合わせて、関係各所と連携をとる
ようにしている。

管理者が対応しているので、入居者さ
んやご家族などから、相談をされた時
には、管理者へ伝え、対応するように
している。

家族会や運営推進会議などでも意見を
うかがい、面会時には、できるだけ交
流を深め、個別でも意見をうかがえる
ようにして、うかがった意見は、カン
ファレンスなどで対応について、検討
するようにしている。

運営推進会議の前に家族会を開催して
意見を聞いています。利用者９名の
内、７家族が参加しています。個別外
出などその都度相談に乗っています。

株式会社フィールズ



社会福祉法人　ふじ寿か会　高齢者グループホーム　あすの里.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

常にコミュニケーションを図り、細や
かな点も伝えらすい、環境であり、カ
ンファレンスなどでも意見を交換しや
すくなっている。

翌月のカンファレンス時に話し合いを
したいことを議事録の見出しに付けて
置き、職員は何時でもそこに書き込め
る体制をとっています。また、管理者
は、日常の会話の中から職員の希望や
要望を汲み取り、運営に活かす努力を
しています。

心身共に無理をしないように、休日の
ペースや、勤務日数などを配慮してく
れている。必要書類などの整備もして
くれている。

個々に合った研修を受講できたり、意
見や質問を積極的に受け入れてくれて
いる。

管理者が中心となり、ブロック会や勉
強会、相互研修などへ参加できるよう
に機会を考えてくれていると思う。共
感したり、感心できる活動報告を聴け
る機会があった。

入居後、1か月は、本人の生活ペースや
要望などを個別で記録に残し、要望な
どへ傾聴しやすい環境作りをしてい
る。

株式会社フィールズ



社会福祉法人　ふじ寿か会　高齢者グループホーム　あすの里.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

来里時には、入居者の日ごろの様子を
伝えるように努め、話やすい関係作り
につとめている。

入居時の資料を基に、個々に合わせて
対応方法を考え、実施し状況に合わせ
て変更していくようにしている。

ふっとした時に、気づかされる事や見
習う事もある。ご本人ができる事は、
できる限りやり続けていただけるよう
に努めている。

入居者さんに対して、ご家族が今まで
行ってきた介護などは、ホームへ入居
されても継続しておこなっていただけ
るように、面会のタイミングによって
は、食事やおやつの介助を手伝ってい
ただいたり、歩行介助をしていただい
たりしている。

お友達付き合いや、宗教関係など、ご
本人の状態をみながら、可能な限り継
続した関係作りができるように努めて
いる。入居者さんの現状では、なじみ
の場所への外出は困難になってきてい
る。

職員と一緒に車で近くの店に買い物に
行ったり、昼カラオケを楽しんだり、
本屋を覗いたりするなど、馴染みの場
所となっています。入居者宛の手紙は
直接本人に渡しています。電話での会
話は現在困難な状況になっています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

相性や性格、言動の強弱を考慮し、入
居者さん同士が話をしている時には、
見守り、必要に応じて介入するように
している。

管理者が中心となり、行事の時など必
要に応じて連絡を取り合っている。

意向を伝えられる方に対しては傾聴
し、うまく伝えられない方に対して
は、表情や態度などからくみとるよう
にしている。

一人ひとりの生活を常に考え、そのた
めの支援をカンファレンスで相談して
決めています。活き活き・家庭科・美
化園芸などのクラブ活動ができるよう
に支援しています。歌が好きな人も多
く、音楽ジャンルも分かれています。

入居時のアセスメントをもとに把握に
つとめると共に、日々の昔話などの会
話からも気づく事があるので、探る続
けるようにしている。

日々変化していく入居者さんの様子を
記録に残す事で、職員が共通認識でき
るようにしている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

カンファレンスや連絡ノート、日誌の
エピソード欄などで、感じた事や気づ
いた事を記入し、いろいろな意見をふ
まえて作成している。

介護計画は本人と家族の意向を踏ま
え、職員の意見や医師・看護師の意見
を取り入れ、定期的に見直しをしてい
ます。短期、長期の目標を定め、評価
して次の計画を作成しています。利用
者に変化がみられるときには、その都
度見直して改訂しています。

記録には、細やかな気づきも記入する
と共に、よりみんなが理解しやすいよ
うに、入居者さんの様子を記入する
ノートがあり、ノートにも記入するよ
うにしている。

管理者が中心となり、必要なサービス
が取り込めるようにしている。

地域の行事へ参加したり、ホームでの
行事へ参加して頂く事で、顔見知りの
関係を作り、いろいろな面でサポート
していただけるようにしている。

入居者さんやご家族が納得し、希望し
た医療が受けられるように、往診医と
連携をとりながら支援している。

内科や歯科の訪問診療の他、入居以前
のかかりつけ医での受診継続を希望す
る場合は、情報提供や受診の付き添い
などの支援をしています。入居者それ
ぞれの希望を尊重し、複数の医療機関
との関係を密にとっています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

日々の変化は記録に残すと共に、訪問
看護師が来里時には、様子を伝え、状
態について助言をいただいている。

受診対応をする職員が中心となり対応
しているが、日々の様子はすぐに伝え
られるように、記録に残している。

管理者が中心となり、入居者さんやご
家族の意向、往診医の意見などを考慮
し、対応している。

「看取り介護に関する指針」があり、
看取りに関する考え方など、事業所の
方針を明文化し入居時に説明していま
す。本人の思いを尊重し、家族や主治
医、看護師の協力を得てと、看取り介
護を可能な限り支援しています。例
年、数件の看取り実績があります。

救急法などの研修には、全員が順番に
参加しているが、実際にその場面に遭
遇した時に、迅速に対応できるか不安
な職員もいるので、カンファレンス時
などに、いろいろな状態での対応方法
などを話し合っている。

定期的に避難訓練をおこない、現状で
の入居者さんの避難方法などを検討し
ている。火災だけでなく、地震が起き
た時の対応方法も話し合っている。

夜間火災や震災など想定を変え、年に
２回定期的に防災避難訓練を実施して
います。運営推進会議を通じ近隣にも
協力を依頼し、参加があります。非常
用食料は約１週間分の備蓄がありま
す。医療や緊急連絡先などのファイル
や、ランタン、ヘルメットなども備え
てあります。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

声かけのタイミング、シチュエーショ
ンなど、細かく話し合い、一人一人に
合った言葉かけができるように、心掛
けている。

職員は日ごろから、入居者を年長者と
して敬意を払い、言葉にも注意してい
ます。羞恥心に配慮し、トイレ誘導を
番号で言い換えたり、申し送り時に利
用者の名前をイニシャルにしたりして
います。管理者も現場に入り言葉使い
などの注意をしています。

周りの状況に合わせて、個別で話をき
いたり、様子から察する事をしてい
る。自己決定しやすように、2～3択に
して、選びやすくしている。

可能な限り希望にそって支援していき
たいと思っているが、全体的に介護量
が増えている事で、希望どおりに支援
できない事もあり、時間の組み立てを
カンファレンス時に話合っている。

整った身だしなみは、心を豊かにする
と思うので、おしゃれをし続けられよ
うに、洋服を一緒に選んだり、お化粧
をしていただいりしている。

一人一人の好みを考慮し、メニューを
変更したり、おやつを購入したりして
いる。洗い物は、毎日お手伝いしても
らっている。

食事に関して、味付けや食事形態な
ど、個別の配慮を重視しています。盛
り付けや配膳、洗い物などで入居者も
手伝っています。献立に近隣から貰っ
た旬の野菜を加えるなどの工夫もして
います。行事食も楽しんでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

一人一人の好みや栄養状態などを考慮
し、摂取量や食事形態を変えている。
水分量は、一度には摂りきれない事が
あるので、食事やおやつ以外でもフロ
アへいらした時には、好きな物が飲め
るようにしている。

ご自分でできる限りはおこなっていた
だき、歯間ブラシや口腔ケアブラシな
どを使用して、仕上げ磨きをしてい
る。

排泄簿を記入する事で、その方のリズ
ムを把握すると共に、声かけのタイミ
ングをみるようにしている。手洗いな
ど、立ち上ったタイミングで、ついで
にトイレへ行っていたくなどしてい
る。

排泄簿をきちんと記入し個々の排泄パ
ターンを把握しています。居室に戻る
タイミングなど、一人ひとりの行動の
流れの中でトイレに誘導するよう努め
ています。紙パンツ使用者がトイレで
の排泄へと改善した事例もあります。

排泄簿を記入する事で、便困日数を把
握し、水分量や食事量、バナナ、ココ
ア、牛乳など便秘に効くと言われてい
る物を摂取していただくなど調整して
いる。入居者さんによっては、毎日牛
乳を飲んでいただくようにしている。

基本的に、1日おきに入浴していただく
ようにしているが、体調や希望に応じ
て変更している。

ゆったりした浴室は大きな窓があり坪
庭の木々の緑が眺められます。一日お
きに入浴日を設け、午後の時間に入っ
ています。洗い場と脱衣室には床暖房
が備えられています。ゆず湯や菖蒲湯
などの季節感も大切にしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

入居者さんの体調や体力を考慮し、日
中の臥床時間を決めている。季節に
合った寝具や衣類、室温に気を付ける
事で、安心して、心地よい空間で休め
るようにしている。

カンファレンス時に、入居者一人一人
が服用している薬について説明してい
る。処方内容などは、いつでもみれる
ようにファイルしてある。服薬方法
は、状態に合わせて、ゼリーなども使
用している。

歌については、全員が共通して好きな
事だが、ジャンルが違うので、フロア
で過ごされるメンバーによって曲を変
えたりしている。実際におこなえなく
ても、同じ空間で過ごす事で楽しめて
いる事もある。

今現在では、その日に急に外出する事
は、難しくなってしまったが、希望に
合わせて外出企画を検討している。な
かなか買い物などへ行けない入居者さ
んもいるので、定期的にパンの移動販
売を利用している。

散歩は本人の希望により随時出かけて
います。車で近隣のスーパーマーケッ
トに買い物に行ったり、地域の行事に
出たり、一人ひとりの希望を把握し実
現できるように努めています。法人４
施設合同で県外にバス旅行に出かけた
り、花見など外出は定期的に行ってい
ます。

入居者の重度化に伴い外出や
外食などの活動が難しくなっ
ている現状ですが、引き続き
個別の外出企画の検討を継続
することが期されます。

お金をもっていたい方には、ご家族な
どと話し合い、もっていただいたりし
ている。買い物時の支払いは、まかせ
ると言われる方が多い。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご本人宛に届いた手紙などは、ご本人
に渡している。電話に関しては、今現
在活用できる方はいない。

季節や行事ごとにフロアのレイアウト
を変える事で、季節感がでるようにし
ている。電気の明かりは強くなり過ぎ
ないようにしたり、過剰な音はないよ
うに配慮している。

木に接していると気持ちが落ち着くと
する設計者の考えから、ログハウス風
の建築となっています。内装には木材
が多用され天井も高く、天窓から温か
な日差しが注いでいます。大きな窓か
ら庭の木々が眺められます。隣接する
居間は堀炬燵があり障子で仕切られ、
落ち着きのある和風の雰囲気となって
います。

フロア自体は広いホームではないの
で、一人になれる場所は少ないが、自
室へは好きな時に戻れるようになって
いる。玄関には椅子があり、外がみえ
るようになっている。

今の状態に合うように、ご本人やご家
族、職員で話し合い、レイアウトを変
更している。

窓が大きく、日差しも良く入る明るい
居室です。クローゼットや押し入れな
どの収納スペースが備わり、使い慣れ
た鏡台、タンスなどを置き、家族の写
真が飾られています。危険が無い限り
レイアウトは自由で、それぞれ居心地
の良い居室となっています。

居室やトイレ、浴室などには、札をつ
けわかりやすくしている。できるだ
け、物を置く場所は変えないようにし
て、取りやすく、わかりやすくなるよ
うにしている。

株式会社フィールズ



　（別紙４（２）） 事業所名　高齢者グループホーム　あすの里

目標達成計画 作成日：　平成　３１年　３月　８日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

前回同様、外部評価では、次のステッ
プに向けて期待したい内容や改善点に
ついての指摘はうけなかった。

次回の外部評価の時も、期待したい内
容について指摘することありませんと
言われ続けられるように、理念を基に
入居者さんの生活の質の向上を目指し
ていきたい。

「一人一人の生活づくり」の達成の為
に必要な知識、技術を職員は積極的に
学び、日々の業務に活かす。 ２４ヶ月

2 3

入居者の重度化に伴い外出や外食など
の活動が難しくなっている現状だが、
引き続き個別の外出企画の検討を継続
できるとよい。

入居者一人一人のニーズに合わせて、
車での外出や車いすでの外出など、お
こなえるようにしていきたい。

入居者一人一人のニーズの把握。
外出先や外出時間、場所、人数を調整
し、年間を通して計画する。 １２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えなが
ら、優先して取り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


